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Geschichte der indischen Literatur を参照しています。したがいまして，
学術活動を行うのに必要な英語とドイツ語の知識を十分に身につけている
と判断されます。
審査委員三名はこの度提出された論文を高く評価するとともに，申請人
の今後の研究に大きな期待を抱いています｡「ただ一つ欲を言えば，興味
博士論文の要旨および論文審査結果
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深い知見の数々が極めて控えめに淡々と指摘されているに止まり，従来の
説との差異が明確に強調されていないことが物足りない」という米山の言
葉が我々の気持ちを代弁しています。
オックスフォード留学など, 申請人は他の人には得られない機会に恵ま
れたにもかかわらず，まだ十分にそれを生かしていないのが気になります。
今後は出身学会に気兼ねをするのはほどほどにして，他の国文学者たちか
らの誤解を恐れずに，自分の発見を率直な言葉で堂々と表現するように我々
は希望します。この点につきましては，試問の際に我々一人一人が力を込
めて強調したところであり，申請人もそれを重く受け止めてくれたと思い
ます。
2006年２月10日
小林信彦 
米山喜晟 
梅山秀幸 
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